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１．はじめに
　我が国の低平地では，近世以降の干拓により土
地が繰り返し創造され居住地が形成された．干拓
地の集落形成について，後藤ら 1），牛島ら 2）によ
る研究はあるが，国営干拓地を対象とした研究は
みられない．
　本研究は，内海で同様な環境にある有明海・八
代海沿岸の国営干拓地を対象として，集落形態に
ついて比較考察するものである．具体的には，計
画書等の文献 3）～ 13）や国土地理院撮影の航空写真
を用いて，集落の立地や規模について整理し，そ
れ以前に成立した集落との差異について分析を
行った．

2．国営干拓事業の計画と居住地
　表 1 は，事業計画および主要な栽培作物につい
て，干拓事業の完了年度順に整理したものである．
有明海・八代海沿岸の国営干拓事業においては，
干拓地の地区面積，造成面積および 1 戸あたりの

農地面積については，地区ごとに差異があり，事
業完了年との関係性はみられない．主要な栽培作
物に関して，米の生産調整が本格実施されたため，
横島干拓以降の集落では，稲作を行っていないこ
とが確認される．
　対象とした事業計画書等において，居住地の位
置や宅地面積（0．1ha 前後）についての記述があ
る一方，敷地内の建物配置に関する計画基準など
の記述はみられなかった．諫早湾干拓，大和干拓，
三池干拓など一部の集落で，住宅供給公社等によ
る標準的住宅の供給が確認された．しかし，それ
以外の多くの集落においては，住宅建設は個々に
行われている．
　以上のように，国営干拓事業において１戸の農
地面積などは，地区ごとにばらつきがみられ，個
別に計画が策定されたと推察される．一方で，宅
地面積については，0．1ha で共通する地区が多く，
設計基準注 1）に基づいて定められたことが考えら
れる．
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国営干拓名
（工区名）  着工（年度） 完了（年度）地区面積

（ha）
造成面積
（ha）

1 戸あたり
農地（ha）

1 戸あたり
宅地（ha）

入植戸数
（戸） 主要作物 *

金剛 S18 1943 S36 1961 425.60 336.70 1.6 0.1 170 水稲
諫早 S22 1947 S39 1964 352.04 299.44 3.04 0.15** 46 水稲

不知火
（和鹿島工区）

S26 1951 S42 1967 528.00 420.48 4.0 0.1 90 水稲

三池 S27 1952 S42 1967 540.90 374.04 4.0 0.1 60 水稲 , 果樹 , 大豆
有明

（有明工区）
S21 1946 S43 1968 1,173.53 889.36 1.95 0.08 319 水稲 , れんこん ,

大豆 , 麦 他
大和 S33 1958 S45 1970 330.88 271.21 4.0 0.1 25 水稲 , い草 , 大豆
横島 S21 1946 S49 1974 623.80 505.10 4.0 0.1 90*** 飼料作物 , い草 ,

たばこ , 麦
有明

（福富工区）
S21 1946 S51 1976 430.26 335.94 3.55 0.1 27

（計画 77）
い草 , れんこん ,
大豆 , たまねぎ

有明
（廻里江工区）

S42 1967 S53 1977 104.29 78.26 －
（入植なし）

－ － たまねぎ , 大豆 ,
麦 , 野菜

諫早湾 S61 1986 H19 2007 3,542 942 6 **** 0.1**** （計画 25）ばれいしょ , にん
じん , たまねぎ

本表は , 別に示す九州農政局などが刊行する各干拓地の資料をまとめ , 今村・後藤が整理した．
* 九州農政局 北部九州土地改良調査管理事務所『北部九州の概要 H31．4』より． ** 住宅用地と倉庫用地を合わせた数値．
*** 酪農を営む 9 戸含む数値． **** いずれも中央干拓地の数値．小江干拓地は農地 3ha, 宅地なし．

　 　有明海・八代海沿岸の国営干拓地における事業計画および農地・宅地の概要表-1
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3．国営干拓地における居住地の比較
　図 - １は，対象地とその居住地の位置および，
国営干拓事業の実施以前における海岸線を示した
もので，図 - ２は，居住地について，形態により
分類を行い，土地の進展方向を統一させて示した

ものである．
有明海・八代海沿岸では，干拓により海に向かっ
て新たな土地が展開し，長い年月をかけて海岸線
が前進しており，その方向を「土地の進展方向」
と定義する．

　 　有明海・八代海沿岸の国営干拓地とその居住地図-1

　 　居住地の形態と共用空間の位置図-2
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道路の構成やその方向性は，絶対方位ではなく，
土地の進展方向に対応していることが分かる．そ
のため，海を囲む形で，多様な方向の居住地が存
在しており，居住地の立地は，干拓地の後背地側

（旧堤防側）で共通している．その中でも，一部（一
列型，二列交差型）では，同じ形態を土地の進展
方向に反復させた事例もみられる．居住地の位置
決定については，基本は標高の若干高い後背地側
の安全な場所を選択し，入植戸数が多い場合に，
反復する形態をとったことが推測される．
　個々の敷地は，土地の進展方向を向いて注 2）列
状に並ぶものが多く，道路に対する敷地の並び方
から，「一列型」，「二列型」に大別できる．さらに，
集会所やグラウンドなどの共用空間は，居住地の
端に位置する者が多い．しかし，金剛干拓におい
ては，共用空間が居住地内の道路の交差点付近に
配置されており，他と比較して，集落に中心性が
生じているといえる．
 居住地内で完結し，通過交通の発生しない生活
道路を持つ集落は，二列型［不知火，横島］と二
列複合型［大和］の 3 地区でのみ確認された．そ
れ以外の地区は，耕作道路が生活道路を兼ねる役
割をしていることから，農地を作ることが目的の
干拓地の中において，この 3 地区は，入植者の居
住に対してより考慮がなされていると考えられ
る．

4．近世・近代干拓地における微地形と集
落の形態

　近世・近代に干拓が行われた熊本県「横島干拓
地域」を対象として，微地形と居住地の形態を比
較分析する．干拓の進展注 3）をみると，江戸時代
中期までは，横島山周辺のみで干拓が行われ，江
戸時代後期ごろから，より海側の広い範囲で干拓
が実施されている．特に，昭和時代に成立した国
営干拓は，それ以前と比べ，極めて規模が大きい
ことが分かる（図 - ３）．
　横島干拓地域には，①江戸後期～明治時代に成
立した列状集落，②大正時代の潮害被災を受けて
誕生した散居集落，③昭和時代の国営横島干拓事
業による計画集落の 3 つの形態が確認され，微地
形と居住地の形態について以下の特徴がみられた

（図 - ４）．
列状集落：旧堤防の傍に住宅が並び，旧堤防を拠
り所として成立している．散居集落：一部旧堤防
を背後とする住宅も確認されたものの，多くの住
宅は微地形に依らず農地内に分散している．計画
集落：旧堤防から若干離れた道路の両側に敷地が

配列され，微地形よりも道を主体とする集住形態
である．
　国営干拓地にみられる計画集落は，土地の進展
方向の後背地側に位置する点においては，「列状
集落」の形態に近い．しかし，より詳細にみると，
旧堤防を背にするのではなく，道を主体として成
立していることが分かる．
　さらに，列状集落では，住宅の多くが旧堤防に

　 　横島干拓地域における干拓の進展と集落形態図-3

　 　旧堤防と居住地の空間構成模式図図-4
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沿って一列に位置し，道を挟んだ海側（土地の進
展方向）に，分家など後に建てられた住宅が位置
している．一方で，国営横島干拓の計画集落では，
当初から二列（道路両側）に敷地が配置されてい
る．また，同一敷地内に複数の住宅を建てる事例
はあるものの，入植当時の 50 年ほど経過した現
在も，居住地の拡大は認められない．
　加えて，国営横島干拓の居住地において，道路
南側の敷地では，道際に小屋が多く並び，道路北
側の敷地では，道際に母屋が多く並ぶこと注 4）が
読み取れる．
　以上のことから，国営干拓地における居住地は，
それ以前の干拓地の集住形式とは異なる空間特質
を有しているといえる．

5．まとめ
　有明海・八代海沿岸の国営干拓地において，集
落形態を中心に比較を行い，以下の点が確認され
た．
①道路の構成とその向きは，絶対方位ではなく，

土地の進展方向（陸から海の方向）に依拠する
ため，居住地と敷地配列の向きは，多様になっ
ている．

②住宅の敷地面積は，おおむね 1000㎡（300 坪）
で共通している一方で，それ以外の計画につい
ては，地区ごとに差異がみられる．

③居住地は，安全性の観点から，干拓地内の若干
の微高地である後背地側に立地する点で共通し
ている．

④旧堤防と敷地群との関係，敷地内の母屋の配置
など，国営干拓地の居住地とそれ以前の干拓地
の形態的差異やその特徴があることを明示でき
た．
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注1）干拓地を含む開拓地の宅地面積について，「約一年一作地
帯で2反」「その他の地帯で1反」（1反≒0．1ha）を標準（参
考文献14 第6章 p．13）とする，との記述がある．

注2）諫早干拓は，後背地に宅地を設ける計画がなされ，敷地配
列の向きが他の地区と異なっている．

注3）「玉名市干拓関連施設調査報告書」（玉名市教育委員会，平
成23年3月）を基に干拓年代を整理し，航空写真等から集
落形態を併せて記した．

注4）農家の住宅は，南側を開くなど，絶対方位と対応している
ことが影響したと考えられる．




